
一
．
は
じ
め
に

「
見
得
」
は
、歌
舞
伎
の
演
技
・
演
出
の
ひ
と
つ
で
、「
劇
的
感
情
が
高
ま
っ

た
と
き
、
俳
優
が
、
一
時
そ
の
動
き
を
静
止
し
て
に
ら
む
よ
う
に
ポ
ー
ズ
を

と
る
こ
と
」（『
大
辞
林
第
四
版
』（
二
○
一
九
・
三
省
堂
、
以
下
『
大
辞
林
』）

を
い
う
。
ま
た
、
歌
舞
伎
で
俳
優
が
こ
の
「
見
得
」
の
ポ
ー
ズ
を
と
る
こ
と

を
「
見
得
を
切
る
」
と
い
い
、歌
舞
伎
を
離
れ
て
「
自
分
を
誇
示
す
る
こ
と
」

を
い
う
慣
用
句
と
し
て
も
使
わ
れ
る
（
小
林
（
二
○
一
五
）、
一
二
三
頁
）。

国
語
辞
典
に
は
、「
見
得
」
の
用
例
と
し
て
、
あ
る
い
は
慣
用
句
と
し
て
「
見

得
を
切
る
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
「
見
得
」
と
動
詞
と
の
結
び
つ

き
は
「
見
得
を
切
る
」
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
歌
舞
伎
の
専
門
用
語
と
し
て
は
、
本
来
「
見
得
を
切
る
」
で
は

な
く
「
見
得
を
す
る
」
で
あ
る
と
の
指
摘
が
、
演
劇
評
論
家
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
。
例
え
ば
、
戸
板
康
二
（
演
劇
評
論
家
・
作
家
、1915-1993

）
は
、

『
新
版
歌
舞
伎
事
典
』（
二
○
一
一
・
平
凡
社
）
の
「
見
得
」
の
項
目
に
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
る
。

動
詞
と
し
て
は
〈
見
得
を
す
る
〉
が
正
し
い
が
、〈
大
見
得
を
き
る
〉
と

も
い
う
。

服
部
幸
雄
（
歌
舞
伎
研
究
家
、1932-2007

）
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「

見
得
を
切
る
」
と
「
と
ん
ぼ
を
切
る
」
と
い
う
言
い
方
は
、
い
ず
れ

も
俗
用
と
さ
れ
る
。
正
し
く
は
「
見
得
を
す
る
。
見
得
を
極
（
き
）
め

る
」「
と
ん
ぼ
を
返
る
」
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
を
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら

か
「
切
る
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
服
部
（
一
九
九
九
）、
五
九
頁
）

し
か
し
、
演
劇
評
論
家
に
よ
る
指
摘
に
は
、
な
ぜ
「
切
る
」
が
誤
り
な
の

か
説
明
が
な
い
た
め
、
そ
の
指
摘
に
疑
問
を
い
だ
か
せ
る
。
ま
た
、
管
見
の

限
り
「
見
得
」
の
語
誌
や
、「
見
得
を
＋
動
詞
」
の
動
詞
の
変
遷
に
つ
い
て

ま
と
め
た
先
行
研
究
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
歌
舞
伎
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
「
見
得
を
＋
動
詞
」
が
使
わ
れ
て
い
た
の
か
を
「
芸
談
」
を
資
料

と
し
て
明
ら
か
に
し
、「
見
得
を
切
る
」
が
本
来
の
言
い
方
で
は
な
い
と
い

う
指
摘
を
検
証
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
見
得
を
切
る
」
は
ど
の
立
場
の
人

に
よ
っ
て
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
、
使
わ

歌
舞
伎
の
こ
と
ば
と
し
て
の
「
見
得
（
み
え
）
を
切
る
」

山

下

洋

子
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れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
を
考
え
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
俳
優
名
お
よ
び
本
の
タ
イ
ト
ル
、
引
用
文
の
漢
字
は
適

宜
新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
引
用
文
の
太
字
は
筆
者
に
よ
る
。

二
．
歌
舞
伎
に
お
い
て
「
見
得
」
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か

二
．
一

本
稿
の
資
料

歌
舞
伎
に
お
い
て
「
見
得
を
＋
動
詞
」
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
き
た
の

か
を
調
べ
る
の
に
、
本
稿
で
は
、
幕
末
か
ら
大
正
生
ま
れ
ま
で
の
歌
舞
伎
俳

優
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
明
治
時
代
か
ら
戦
後
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
芸
談

を
資
料
と
す
る
。

芸
談
は
「
芸
道
に
関
す
る
話
。
主
と
し
て
芸
の
秘
訣
や
苦
心
談
を
い
う
」

（『
大
辞
林
』）。
本
稿
で
は
、『
大
辞
林
』
掲
載
の
意
味
に
お
け
る
芸
談
の
ほ

か
に
、
歌
舞
伎
俳
優
の
「
自
伝
」「
評
伝
」「
随
筆
」
も
含
め
た
八
二
冊
を

「
芸
談
」
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
（
１
）

八
二
冊
の
う
ち
、
幕
末
生
ま
れ
の
俳
優
に

よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
芸
談
は
二
一
冊
、
明
治
生
ま
れ
の
俳
優
に
よ
る
も
の

四
八
冊
、
大
正
生
ま
れ
の
俳
優
に
よ
る
も
の
一
三
冊
で
あ
る（
２
）。

発
行
年
は
、

明
治
時
代
発
行
の
も
の
が
八
冊
、
大
正
時
代
に
発
行
さ
れ
た
も
の
が
一
冊
、

残
り
は
、
昭
和
に
は
い
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
戦
前
発
行
の
も
の

は
二
二
冊
、
戦
後
発
行
の
も
の
は
五
一
冊
）。
そ
の
ほ
か
歌
舞
伎
の
芸
談
に

は
自
筆
の
も
の
と
聞
き
書
き
の
も
の
と
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ど
ち
ら
も
取

り
上
げ
る（
３
）。

な
お
、「
見
得
」
に
関
連
し
て
「
大
見
得
」
あ
る
い
は
「
大
見
得
を
切
る
」

と
い
っ
た
慣
用
句
も
あ
る
。こ
の
「
大
見
得
」
に
つ
い
て
戸
板
（
一
九
四
八
、

一
三
五
頁
）
は
、
後
見
が
う
し
ろ
か
ら
衣
装
を
掲
げ
て
み
せ
る
よ
う
な
動
作

を
し
た
り
、
ツ
ケ
を
付
け
た
り
す
る
も
の
を
「
俗
に
「
大
見
得
」」
と
い
う

と
述
べ
て
い
る
。「
大
見
得
」
は
「
見
得
」
の
一
種
と
し
て
、
以
下
で
は
「
大

見
得
」
を
「
見
得
」
に
含
め
て
取
り
上
げ
る
。

二
．
二

芸
談
に
お
け
る
「
見
得
＋
助
詞
＋
動
詞
」

今
回
調
べ
た
芸
談
の
中
で
「
見
得
」「
大
見
得
」
は
、の
べ
四
八
一
例
あ
っ

た
。
表
１
に
「（
大
）
見
得
＋
助
詞
＋
動
詞
」（（
大
）
見
得
＋
動
詞
も
含
む
）

の
形
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
、
二
六
五
例
を
助
詞
別
に
ま
と
め
る
。
歌
舞
伎

の
演
技
「（
オ
オ
）
ミ
エ
＋
ヲ
＋
Ｖ
」
は
も
っ
と
も
多
く
二
一
六
例
で
、
そ

の
う
ち
「
見
得
を
す
る
」
は
一
六
五
例
で
あ
る
。「
見
得
を
切
る
」
も
使
わ

れ
て
は
い
る
が
、
四
五
例
で
あ
る
。

で
は
、ま
ず
今
回
の
資
料
に
お
け
る
「
見
得
を
切
る
」「
見
得
を
す
る
」
の

初
出
例
を
示
す
。「
見
得
を
切
る
」
の
初
出
例
は
四
代
目
尾
上
松
助
（1843-

1928

）
に
よ
る
『
松
助
芸
談
』（
一
九
二
八
、
九
五
頁
）
で
あ
る（
４
）。

千マ
マ

代
萩
で
、
仁
木
が
引
込
み
の
見
得
を
切
る
時
、
体
を
反
ら
せ
て
、
揚

幕
を
見
込
む
の
が
本
当
の
型
だ
と
い
ふ
が
、
さ
う
い
ふ
も
の
か
い
と
、

お
訊
ね
に
な
つ
た
人
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、「
見
得
を
す
る
」
の
古
い
用
例
は
九
代
目
団
十
郎
の
弟
子
・
三
代

目
市
川
新
十
郎
（1867-1929

）
に
よ
る
『
市
川
新
十
郎
梅
王
談
』（
一
九
○

二
、『
歌
舞
伎
』（
二
一
）、
五
三
頁
）
で
あ
る
。

（
前
略
）
始
終
丸
く
見
え
る
様
に
心
掛
て
、
さ
う
し
て
見
得
を
す
る
時

で
も
、
只
立
つ
て
居
る
時
で
も
、
必
ず
両
足
の
親
指
だ
け
を
上
げ
て
い

る
の
だ
（
後
略
）
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次
に
「
見
得
を
す
る
」「
見
得
を
切
る
」
の
芸
談
に
お
け

る
使
用
を
芸
談
の
出
版
年
別
に
ま
と
め
、
芸
談
に
お
い
て

「
見
得
を
切
る
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
を
探
る
。

明
治
、
大
正
時
代
に
出
版
さ
れ
た
芸
談
は
九
冊
あ
り
、「
見

得
を
す
る
」（
一
五
例
）
と
「
見
得
を
や
る
」（
一
例
）
が
使

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
用
例
は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
発

行
さ
れ
た
芸
談
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
昭
和
を
戦
前
と

戦
後
と
に
分
け
て
、「
見
得
を
す
る
」「
見
得
を
切
る
」
の
割

合
を
示
す
。
い
ず
れ
も
、「
見
得
を
す
る
」
が
多
い
も
の
の
、

戦
後
に
な
る
と
「
見
得
を
切
る
」
の
使
用
が
増
え
る
（
表

２
）。
特
に
、
こ
の
「
見
得
を
切
る
」
の
使
用
は
、
大
正
生

ま
れ
の
俳
優
に
よ
る
芸
談
に
多
い
（
表
３
）。

明
治
生
ま
れ
の
八
代
目
坂
東
三
津
五
郎
（1906-1975

）

は
、
坂
東
（
一
九
七
六
、
一
一
二
頁
）
に
「
見
得
を
切
る
」

と
い
う
言
い
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
的
に
述
べ
て

い
る（
５
）。越

後
獅
子
と
言
え
ば
、
ト
ン
ボ
返
り
を
、
ト
ン
ボ
を
切

る
、
見
得
を
切
る
、
な
ん
て
言
葉
は
以
前
芝
居
の
中
で

は
使
わ
な
か
っ
た
。
半
可
通
の
先
生
方
が
言
い
出
し
た

言
葉
で
、
ト
ン
ボ
を
き
る
と
か
、
見
得
を
キ
ル
な
ん
て

聞
い
た
だ
け
で
、
情
け
な
く
っ
て
汗
が
出
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
見
得
を
切
る
」
は
主
に
戦
後
に

な
っ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
主
に
大
正

生
ま
れ
の
俳
優
に
よ
る
使
用
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

表１ 芸談における「見得＋助詞＋動詞」の使用例（用例が多い順・全４８１例中２６５例）

分類

ミエヲ｛スル（１６５例）／キル（４５例）／ヤル（３例）／オエル
（１例）／ツトメル（１例）／エンジル（１例）｝

ミエニ｛ナル（３６例）｝

ミエデ｛キマル（６例）／トマル（１例）／ニラム（１例）｝

ミエ｛スル（３例）／キル（２例）｝

数

２１６例

３６例

８例

５例

タイプ

ミエ＋ヲ＋Ｖ

ミエ＋ニ＋Ｖ

ミエ＋デ（ニテ）＋Ｖ

ミエ＋Ｖ

表２ 「見得をする」「見得を切る」の割合（昭和期発行のもの）

昭和（戦後）発行

６２％（１７４例中１０８例）

２３％（１７４例中４０例）

１５％（１７４例中２６例）

昭和（戦前）発行

６０％（７５例中４５例）

８％（７５例中６例）

３２％（７５例中２４例）

「見得をする」

「見得を切る」

その他

表３ 「見得をする」「見得を切る」の割合（年代別）

大正生まれ

２４％（３３例中８例）

５８％（３３例中１９例）

１８％（３３例中６例）

明治生まれ

６９％（２０２例中１３９例）

１１％（２０２例中２３例）

２０％（２０２例中４０例）

幕末生まれ

７０％（３０例中２１例）

１７％（３０例中５例）

１３％（３０例中４例）

「見得をする」

「見得を切る」

その他
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二
．
三
「
見
得
を
切
る
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由

二
．
三
．
一
「
見
得
を
切
る
」
が
一
般
化
し
た
時
期

「
見
得
を
切
る
」
が
歌
舞
伎
俳
優
や
歌
舞
伎
関
係
者
以
外
の
こ
と
ば
と
し

て
使
わ
れ
る
例
は
、
小
林
（
二
○
一
五
、
一
二
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
与
謝
野

晶
子
『
帰
っ
て
か
ら
』（
一
九
一
三
）
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
、
古
い
例
で

あ
る
。鏡

の
前
へ
一
寸
嘘
坐
り
し
て
中
を
覗
く
と
、
今
の
紫
の
襟
が
黒
く
な
っ

た
顔
の
傍
に
、
見
得
を
切
っ
た
役
者
の
や
う
に
光
っ
て
居
た
。

歌
舞
伎
俳
優
に
よ
る
専
門
語
と
し
て
の
使
用
以
外
に
、
小
説
家
な
ど
に

よ
っ
て
「
見
得
を
○
○
」
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
る
た

め
に
「
青
空
文
庫
」（w

w
w
.aozora.gr.jp

、2022.3.28

閲
覧
）
に
お
い

て
「
見
得
を
」
を
検
索
し
た
。
八
一
件
の
用
例
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
見
得

を
切
る
」
は
七
八
件
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
古
い
例
は
芥
川
竜
之
介
に
よ
る

『
鼠
小
僧
次
郎
吉
』（
一
九
二
○
）、「
大
き
な
見
得
を
切
つ
た
時
に
や
、
三
人

と
も
あ
つ
と
息
を
引
い
て
の
、
千
両
役
者
で
も
出
て
来
は
し
め
え
し
」
で
あ

る
。
新
聞
で
は
、
一
九
一
九
年
六
月
二
二
日
の
読
売
新
聞
、
新
派
の
劇
評
に

「
大
束
な
見
得
を
切
っ
て
百
円
札
を
投
（
ほ
う
）
り
出
し
」
と
あ
る
（
ヨ
ミ

ダ
ス
歴
史
館
を
使
用
）。
朝
日
新
聞
は
一
九
一
九
年
五
月
一
六
日
に
「
大
見

得
を
切
つ
た
独
使
ラ
伯
」
と
い
う
見
出
し
が
あ
る
。
ま
た
、
一
九
二
一
年
二

月
八
日
の
政
治
の
記
事
に
「
見
得
を
切
る
日
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
が
古
い
例

で
あ
る
（
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
使
用
）。

国
語
辞
典
で
は
、『
日
本
大
辞
典
改
修
言
泉
』（
一
九
二
八
）
に
「
見
得
を

切
る
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、
今
回
調
べ
た
中
で
の
初
出
で
あ
る（
６
）。

こ

の
ほ
か
、
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
（
Ｃ
Ｈ
Ｊ
）
に
お
い
て
、「
見
得
を
○
○
」

の
用
例
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
見
得
を
切
る
」
は
二
件
あ
り
、
い
ず
れ
も
一

九
二
五
年
の
『
太
陽
』
で
の
使
用
だ
っ
た
。「
切
る
」
以
外
の
動
詞
の
使
用

例
は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
小
説
や
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
「
見
得
を
切
る
」
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
頃
に
育
っ
た
大

正
生
ま
れ
の
歌
舞
伎
俳
優
の
使
う
こ
と
ば
に
も
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五
○
年
の
歌
舞
伎
界
で
は
、
明
治
に
生
ま
れ
、

大
正
か
ら
戦
前
に
か
け
て
活
躍
し
た
名
優
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
次
々
に
亡

く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
俳
優
の
世
代
交
代
が
す
す
み
、
大
正
生

ま
れ
の
俳
優
が
歌
舞
伎
界
で
中
心
に
な
っ
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦

後
に
な
っ
て
芸
談
で
「
見
得
を
切
る
」
の
使
用
が
多
く
な
っ
た
の
は
、「
見

得
を
切
る
」
に
な
じ
ん
だ
大
正
生
ま
れ
の
俳
優
が
中
心
的
に
活
躍
す
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。

二
．
三
．
二
「
す
る
」
か
ら
「
切
る
」
に
変
わ
っ
た
理
由

で
は
、
な
ぜ
大
正
に
入
っ
て
か
ら
「
見
得
を
切
る
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ふ
た
つ
の
考
え
方
が
で
き
そ
う
だ
。
ま
ず
、
ひ
と
つ

は
、「
見
得
」
の
動
作
性
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
変
化
で
あ
る
。「
見
得
」

の
細
か
い
動
き
が
理
解
さ
れ
な
く
な
り
、
体
や
顔
を
動
か
す
だ
け
の
動
作
と

し
て
捉
え
ら
れ
、「
す
る
」
と
い
う
形
式
的
な
動
詞
よ
り
も
、
具
体
的
な
動

作
を
示
す
動
詞
（
こ
の
場
合
は
「
切
る
」）
と
結
び
つ
き
や
す
く
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
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も
う
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る
理
由
は
、
歌
舞
伎
の
見
巧
者
に
よ
る
視
点
が
変

化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
二
○
○
一-

二
○
○
二
・
小
学
館
、
以
下
『
日
国
』）
の
「
見
得
」
の
項
目
に
は
、
江
戸

時
代
の
用
例
と
し
て
「
見
得
に
な
る
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
で

資
料
と
し
た
芸
談
に
も
「
見
得
に
な
る
」（
三
六
例
）
が
使
わ
れ
て
い
た
。

「
見
得
に
な
る
」
は
、
演
技
の
流
れ
で
見
得
の
形
に
至
る
と
い
う
意
味
で
、

俳
優
や
そ
の
ほ
か
歌
舞
伎
の
舞
台
を
作
る
立
場
の
人
が
、「
見
得
」
の
動
き

を
見
て
い
る
人
に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
舞
台
側
の
立

場
で
い
う
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
見
得
を
す
る
」
も
同
様
で
あ
る
。

一
方
で
、
服
部
（
一
九
九
九
、
五
九
頁
）
は
、「
見
得
を
切
る
」
に
つ
い

て
「
見
得
」
が
「
勢
い
が
よ
く
、瞬
間
的
な
行
為
で
、見
る
者
に
輪
郭
の
は
っ

き
り
と
し
た
、
さ
わ
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
演
技
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
切
る
と
い
う
日
本
語
が
持
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
ら

れ
た
」
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
渡
辺
（
二
○
○
四
、
三
三

頁
）
も
「
見
得
が
そ
の
瞬
間
の
激
し
い
力
に
よ
っ
て
「
す
る
」
よ
り
も
「
切

る
」
と
い
う
語
感
」
が
近
く
、「
感
覚
的
に
「
切
る
」
と
い
う
方
に
実
感
が

わ
く
の
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
」、「
実
感

が
わ
く
」
の
は
見
て
い
る
観
客
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
演
じ
る
側
の
視
点
で

「
す
る
」「
な
る
」
が
使
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
観
客
側
の
視
点
が
取
り
入
れ

ら
れ
「
切
る
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
視
点
の
変
化
を
導
い
た
の
は
観
客
で
は
な
く
、
明
治
以
降
に

新
聞
や
演
劇
雑
誌
を
通
し
て
活
躍
し
た
「
劇
評
家
」（
以
下
「
演
劇
評
論
家
」

と
す
る
）
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
仮
説
を
も
と
に
、
明

治
・
大
正
・
昭
和
に
活
躍
し
た
演
劇
評
論
家
が
「
見
得
を
＋
動
詞
」
を
ど
の

よ
う
に
使
っ
て
い
た
の
か
を
調
べ
る
。

ま
ず
、
雑
誌
『
歌
舞
伎
』（
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
演

劇
雑
誌
、
全
一
七
五
号
）
に
お
い
て
「
見
得
」
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
か
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
数
は
多
く
な
い
が
「
見
得
を
切
る
」
の
用
例
が

あ
っ
た
。
初
出
は
下
記
の
一
九
○
二
年
一
二
月
号
（『
歌
舞
伎
』（
三
一
）、

十
頁
）
の
三
木
竹
二
（1867-1908

、
森
鷗
外
の
弟
で
劇
評
家
）
に
よ
る
劇

評
で
あ
る
。

道
節
が
上
か
ら
額
蔵
の
右
の
肩
へ
刀
の
鞘
を
当
て
ゝ
、
一
寸
見
得
を
切

り
ま
す
。
そ
こ
で
二
人
と
も
手
を
取
つ
て
後
向
き
に
な
り
、
振
離
す
途

端
に
、
額
蔵
の
守
袋
は
道
節
の
刀
の
柄
へ
搦
ま
り
、
分
れ
て
道
節
が
抜

き
掛
け
る
と
、
額
蔵
が
臂
を
止
め
て
一
寸
見
得
を
し
、
抜
合
せ
て
（
略
）

こ
の
三
木
竹
二
に
よ
る
使
用
が
今
回
調
べ
た
中
で
「
見
得
を
切
る
」
を

使
っ
て
い
る
も
っ
と
も
古
い
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
雑
誌
『
歌
舞
伎
』
以
外
で
演
劇
評
論
家
が
「
見
得
を
切
る
」
を

使
っ
て
い
る
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
書
で
調
べ
た（
７
）。

こ
こ
で
調
べ
た
の
は
、

歌
舞
伎
の
解
説
を
す
る
著
作
や
劇
評
集
で
あ
る
。

鈴
木
春
浦
（1868-1927

）
は
、『
歌
舞
伎
の
型
』（
一
九
二
七
・
歌
舞
伎

出
版
部
・
四
頁
）
に
「
皆
々
振
事
が
あ
り
、
宜
し
く
見
得
を
切
つ
て
元
の
座

に
極
ま
る
と
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
一
九
○
二
年
七
月
の
市
村

座
で
演
じ
ら
れ
た
「
七
福
神
」
と
い
う
芝
居
の
様
子
を
描
写
し
た
も
の
で
あ

り
、『
歌
舞
伎
』（
二
七
号
、
一
九
○
二
年
八
月
号
、
一
五
〜
一
八
頁
）
に
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
。こ
の
『
歌
舞
伎
』（
一
六
頁
）
に
は
「
宜
し
く
見
得
あ
っ

て
」
と
あ
っ
た
も
の
が
書
き
直
さ
れ
て
い
る
。鈴
木
春
浦
は
『
歌
舞
伎
の
型
』

が
出
版
さ
れ
る
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
原
稿
の
整
理
は
自
身
で
行
っ
た

と
い
う
（
小
山
内
（
一
九
二
七
）、
五
頁
）。
そ
の
ほ
か
の
演
劇
評
論
家
に
よ

る
著
作
に
お
い
て
も
「
見
得
を
切
る
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
昭
和
初
期
に
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出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
８
）

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治
生
ま
れ
の
演
劇
評
論
家

は
昭
和
初
期
に
は
「
見
得
を
切
る
」
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う

し
た
演
劇
評
論
家
に
よ
る
「
見
得
を
切
る
」
の
使
用
の
様
子
は
、
前
出
の
八

代
目
三
津
五
郎
の
こ
と
ば
「
半
可
通
の
先
生
方
が
言
い
出
し
た
言
葉
」
と
合

致
す
る
。

今
回
調
べ
た
中
で
は
雑
誌
『
歌
舞
伎
』
に
お
け
る
三
木
竹
二
の
使
用
が
最

も
古
い
も
の
だ
っ
た
。
一
方
で
、
三
木
竹
二
の
『
歌
舞
伎
』
以
前
の
劇
評
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
『
観
劇
偶
評
』（
二
○
○
四
・
岩
波
書
店
）
に
は
「
見

得
を
切
る
」
の
使
用
は
な
い
。森
西
（
一
九
九
八
、九
三
頁
）
は
、雑
誌
『
歌

舞
伎
』
以
前
の
「『
歌
舞
伎
新
報
』
が
劇
界
内
部
の
人
間
に
よ
っ
て
発
刊
さ

れ
た
の
と
異
な
り
」、『
歌
舞
伎
』
は
「
幕
内
と
一
線
を
画
し
た
劇
評
や
評
論

活
動
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
」
創
刊
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

そ
う
し
た
『
歌
舞
伎
』
の
編
集
方
針
を
牽
引
し
た
の
が
三
木
竹
二
で
あ
る
。

「
見
得
を
切
る
」
の
使
用
は
、
新
た
な
劇
評
を
試
み
る
た
め
の
三
木
竹
二
の

く
ふ
う
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

二
．
四

な
ぜ
「
切
る
」
が
使
わ
れ
た
の
か

二
．
四
．
一

歌
舞
伎
で
伝
統
的
に
使
わ
れ
る
「
切
る
」

さ
て
「
見
得
を
切
る
」
が
、
三
木
竹
二
に
よ
る
く
ふ
う
だ
と
し
て
も
、「
切

る
」
を
使
う
の
に
は
理
由
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
次
に
、
な
ぜ
「
切
る
」

が
使
わ
れ
た
の
か
を
考
え
る
。「
切
る
」
が
、
伝
統
的
に
歌
舞
伎
の
演
技
を

い
う
の
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、大
き
な
理
由
だ
ろ
う
。こ
の
こ
と
は
『
日

国
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
用
例
か
ら
も
わ
か
る
。『
日
国
』
に
は
「
見
得
を

す
る
」
と
同
じ
意
味
の
こ
と
ば
と
し
て
「
頭
（
ず
）
を
切
る
」
が
立
項
さ
れ

て
お
り
、
滑
稽
本
の
『
客
者
評
判
記
』（
一
八
一
一
）、『
素
人
狂
言
紋
切
形
』

（
一
八
一
四
）
が
用
例
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。そ
の
ほ
か
に
も
「
見
得
」
に

似
た
よ
う
な
動
き
に
「
切
る
」
が
使
わ
れ
た
。
江
戸
時
代
の
歌
舞
伎
俳
優
の

逸
話
を
集
め
た
『
役
者
論
語
』（
一
七
七
六
）
に
は
「
小
男
成
（
な
り
）
し

に
長
き
大
小
を
さ
し
、
出
端
に
き
っ
と
表
（
オ
モ
テ
）
を
切
り
、
扨
ね
り
て

あ
る
く
所
大
き
に
見
え
」
と
、「
お
も
て
を
切
る
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、『
日
国
』
の
「
見
得
を
切
る
」
に
は
『
当
世
花
詞
粋
仙
人
』（
一
八
三
二
）

「
人
目
つ
く
る
の
を
、
み
え
き
る
」
と
い
っ
た
用
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
「
見
ば
え
、
見
た
目
」
の
意
味
の
「
ミ
エ
」
で
あ
り
、
歌
舞
伎
の
演
技

を
い
う
使
い
方
で
は
な
い
も
の
の
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
「
ミ
エ
」
と

「
切
る
」
と
が
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
．
四
．
二

芸
談
で
使
わ
れ
る
「
切
る
」

芸
談
に
も
歌
舞
伎
の
こ
と
ば
と
し
て
「
切
る
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
正

面
を
切
る
」「
と
ん
ぼ
を
切
る
」「
幕
を
切
る
」
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例

と
、
そ
の
「
切
る
」
の
意
味
を
考
え
る
。

ま
ず
、「
正
面
を
切
る
」
は
「
鉄
山
と
し
て
も
、
正
面
を
切
つ
て
、
亡
霊

に
左
手
で
抜
身
を
突
付
け
る
彼
の
形
が
大
き
く
生
き
て
来
る
し
」（『
青
岳
夜

話
』
一
九
三
七
、
二
四
八
頁
）
な
ど
の
形
で
使
わ
れ
て
い
る
。
国
語
辞
典
に

は
「
正
面
切
る
」
の
形
で
「
①
相
手
に
面
と
向
か
っ
て
対
す
る
。
②
遠
慮
せ

ず
、
は
っ
き
り
と
し
た
態
度
で
物
事
を
行
う
」（『
大
辞
林
』）
と
い
う
意
味

の
慣
用
句
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
意
味
と
は
異
な
り
、
芸
談
で

使
わ
れ
て
い
る
「
正
面
を
切
る
」
は
「
素
早
く
顔
を
動
か
し
て
正
面
を
向
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く
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、
歌
舞
伎
で
は
斬
り
合
い
や
乱
闘
を
見
せ
る
「
立
ち
回
り
」
が
行
わ

れ
る
。「
た
て
（
立
て
）」
と
も
い
わ
れ
、
こ
の
場
面
で
は
、「
三
階
」
と
呼

ば
れ
る
脇
役
の
俳
優
が
主
役
級
の
俳
優
に
斬
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
動
き
と
し

て
、
宙
返
り
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
と
ん
ぼ
返
り
」
あ
る
い
は
単

に
「
と
ん
ぼ
」
と
い
う
。
そ
の
動
詞
と
し
て
「
と
ん
ぼ
を
返
る
」
あ
る
い
は

「
と
ん
ぼ
を
切
る
」
が
使
わ
れ
る（
９
）。

こ
の
「
切
る
」
は
空
間
を
切
り
取
る
よ
う
に
宙
返
り
を
す
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
素
早
い
動
き
を
指
す
と
い
う
点
で
「
正
面
を
切
る
」
の
「
切
る
」

と
同
じ
意
味
で
あ
る
。

一
方
、「
幕
を
切
る
」
の
「
切
る
」
は
異
な
る
意
味
の
も
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、『
中
車
芸
話
』（
一
九
四
三
、
二
四
八
頁
）
に
「
片
腕
を
組
ん
で
見
上

げ
た
見
得
で
幕
を
切
り
ま
し
た
」
と
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
中
村
駒
七
（1905-

1982

）（
一
九
六
二
、
一
三
三
頁
）
に
「
幕
が
き
れ
る
と
頭
取
に
頼
ま
れ
て

播
磨
屋
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
謝
り
に
行
き
ま
し
た
」。
単
に
「
切
る
」
だ
け
が

使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
久
保
田
万
太
郎
（1889-1963

）
は
久
保
田
（
一

九
四
三
、
三
九
頁
）
に
「
序
ま
く
の
『
大
羽
子
板
』
の
切
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

み
る
」
と
書
い
て
い
る
。
歌
舞
伎
で
は
、
場
面
の
終
わ
り
の
こ
と
を
「
幕
切

れ
」
あ
る
い
は
「
幕
切
り
」
と
言
い
、
そ
の
こ
と
か
ら
「
幕
を
切
る
」
ま
た

は
単
に
「
切
れ
る
」
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。
ほ
か
に
歌
舞
伎
や
文
楽
に
お
い

て
、
最
後
の
場
面
の
こ
と
を
「
切
り
」
と
も
い
う
。
こ
れ
は
「
切
る
」
の
連

用
形
の
名
詞
形
で
あ
り
、「
物
ご
と
の
終
わ
り
。
果
て
」（『
新
選
国
語
辞
典

第
十
版
（
二
〇
二
二
・
小
学
館
）』）
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
。「
幕
切
れ
」

「
幕
切
り
」「
幕
を
切
る
」「
切
れ
る
」
も
同
様
の
「
物
事
の
終
わ
り
」「
区
切

り
」
と
い
う
意
味
の
「
切
る
」
で
あ
る
（
１０
）

。

二
．
四
．
三
「
切
る
」
の
意
味

で
は
、「
見
得
を
切
る
」
の
「
切
る
」
は
ど
う
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。『
演
劇
百
科
大
事
典
』（
一
九
八
四
・
平
凡
社
、
二
八
三
頁
）

の
「
切
る
」
の
解
説
（
演
劇
研
究
家
・
菊
池
明
（1923-

）
に
よ
る
）
に
、

「「
見
得
を
き
る
」
と
い
う
こ
と
は
見
得
を
「
す
る
」
と
い
う
意
に
な
る
。
こ

れ
は
能
楽
の
演
技
か
ら
き
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
事

典
に
は
、
能
楽
研
究
者
・
増
田
正
造
（1930-2022?

）
に
よ
っ
て
能
楽
用
語

と
し
て
の
「
切
る
」
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

能
楽
用
語
。
面
を
切
る
と
も
い
う
。
能
面
を
急
激
に
動
か
し
て
、
一
点

か
ら
一
点
に
鋭
く
視
線
を
移
す
こ
と
。急
に
物
を
見
込
む
表
現
で
あ
り
、

あ
る
い
は
示
威
・
威
嚇
・
激
情
の
表
現
で
あ
る
。（
後
略
）

能
楽
用
語
が
歌
舞
伎
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
ほ
ど
能
楽
と
歌
舞
伎
が
密
接
な

関
係
だ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
戸
板
（
一
九
五
四
、
七
六
頁
）
は
、
歌

舞
伎
の
発
達
過
程
に
お
い
て
芝
居
の
形
式
や
構
成
な
ど
能
楽
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
影
響
を
受
け
た
と
述
べ
て
い
る
。
九
代
目
団
十
郎
は
明
治
時
代
に
能
楽
か

ら
題
材
を
取
り
入
れ
た
「
松
羽
目
物
」
と
呼
ば
れ
る
演
目
を
創
始
し
て
、
そ

れ
ら
が
現
代
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
。『
歌
舞
伎
』（
一
五
号
、
一
九
○
一
年
八

月
号
、
三
七-

四
二
頁
）
に
能
楽
師
・
梅
若
実
（
初
世
・1828-1909

）
が

江
戸
時
代
の
能
と
歌
舞
伎
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、

江
戸
時
代
に
は
歌
舞
伎
と
能
楽
の
つ
な
が
り
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、「
松
羽
目

物
」
の
演
目
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
、
能
楽
師
が
協
力
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
梅
若
実
は
能
楽
師
を
目
指
し
て
い
た
人
物
が
途
中
か

ら
歌
舞
伎
俳
優
に
な
っ
た
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
能
楽
を
習
っ
た
の
ち
に
、
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歌
舞
伎
俳
優
に
な
っ
た
り
し
た
と
い
う
人
物
が
い
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
歌

舞
伎
は
能
楽
の
演
技
法
な
ど
を
取
り
入
れ
て
成
立
し
て
い
っ
た
、
ま
た
、
能

楽
師
か
ら
歌
舞
伎
俳
優
に
転
じ
た
人
物
を
と
お
し
て
、
能
楽
用
語
が
歌
舞
伎

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
見
得
を
切
る
」
の
「
切
る
」
が
能
楽
用
語
を
由
来
と
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
と
す
れ
ば
、「
空
間
を
切
り
取
る
よ
う
な
素
早
い
動
き
」
で
あ
り
、『
日

国
』
に
「
見
得
を
切
る
」
と
同
じ
意
味
で
江
戸
時
代
の
用
例
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
た
「
頭
を
切
る
」
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、『
歌
舞
伎
』（
五
号
、
一
九
○
○
年
八
月
号
、
三
三
頁
）
に
は
「
正

面
を
切
る
」
と
「
見
得
を
切
る
」
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
が
あ

る
。
明
治
座
の
歌
舞
伎
公
演
に
つ
い
て
の
劇
評
座
談
会
に
お
い
て
、
三
木
竹

二
が
次
の
よ
う
に
述
べ
、
こ
の
発
言
の
あ
と
に
、
幸
堂
得
知
（
演
劇
評
論
家
、

1843-1913

）
が
「
正
面
を
切
て
の
見
得
は
仰
山
と
い
へ
ば
仰
山
だ
が
」
と

し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
三
度
切
か
け
る
見
得
が
あ
る
が
何
う
も
型
が
似
寄
つ
て
居
て

一
つ
に
な
ら
ず
（
略
）

こ
う
し
た
言
い
方
が
「
見
得
」
の
動
き
と
つ
な
が
り
「
見
得
を
切
る
」
に

変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
見
得
」
は
あ
る
場
面
を
強
調
す
る
た
め
に
静
止
し
て
見
せ
る
動

き
と
し
て
説
明
さ
れ
こ
と
も
あ
る
。
戸
板
（
一
九
四
八
、
一
二
九
頁
）
は
次

の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

き
る
は
切
る
で
は
な
く
、
限
る
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
そ
の
動
作
の
瞬

間
を
、
観
客
の
網
膜
に
印
象
づ
け
よ
う
と
い
ふ
意
味
が
、
こ
の
言
葉
に

あ
る
や
う
だ
。
そ
の
形
を
、
形
と
し
て
、
特
に
誇
張
す
る
と
い
ふ
こ
と

ら
し
い
。
輪
郭
を
際
立
た
せ
る
と
い
ふ
事
が
限
る
と
い
ふ
字
に
表
さ
れ

て
ゐ
る
の
だ
、
と
思
ふ
。

こ
の
こ
と
か
ら
「
見
得
を
切
る
」
の
「
切
る
」
は
「
一
連
の
動
き
を
強
調

す
る
た
め
の
区
切
り
と
な
る
動
き
」
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。「
古

い
時
代
物
は
こ
と
ご
と
く
、
見
得
を
以
て
幕
切
れ
の
拍
子
木
の
き
つ
か
け
と

し
て
」（
戸
板
（
一
九
四
二
、
一
四
○
頁
））
お
り
、「
見
得
」
が
場
面
の
区

切
り
の
演
技
と
な
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

「
幕
を
切
る
」
の
「
切
る
」
に
つ
な
が
る
。

利
倉
幸
一
（
演
劇
評
論
家
、1905-1985

）
は
、
利
倉
（
一
九
四
八
、
四

四
頁
）
に
お
い
て
「
見
得
」
の
動
き
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

言
ひ
換
へ
る
と
、
芝
居
が
流
れ
て
ゐ
る
う
ち
に
、
あ
る
瞬
間
を
拡
大
、

誇
張
し
て
見
せ
る
の
が
見
得
だ
。
だ
か
ら
、
い
き
ほ
ひ
見
得
は
静
止
の

形
で
行
は
れ
る
。
ぢ
ッ
と
静
止
す
る
か
ら
は
、
形
の
よ
い
と
い
ふ
こ
と

が
先
づ
求
め
ら
れ
る
。
映
写
中
に
ば
た
ッ
と
、
映
写
操
作
を
止
め
る
や

う
な
も
の
だ
か
ら
、
見
得
に
は
形
容
の
美
し
さ
と
い
ふ
こ
と
が
第
一
の

条
件
に
な
る
。

こ
こ
ま
で
調
べ
た
こ
と
か
ら
、「
見
得
を
＋
動
詞
」
の
動
詞
と
し
て
「
切

る
」
が
使
わ
れ
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
見
得
」
の
動
き
を
表
す
の
に
江
戸
時
代
に
「
頭
を
切
る
」
の
形
で
「
切

る
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
明
治
時
代
に
は
「
正
面
を
切
る
」
と

「
見
得
」
と
が
共
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
空
間
を
切
り
取

る
よ
う
な
素
早
い
動
き
を
表
す
「
切
る
」
で
あ
り
、
能
楽
用
語
か
ら
取
り
入

れ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、「
見
得
」
は
あ
る
場
面
の
動
き
を
静
止

さ
せ
て
誇
張
、
強
調
す
る
演
技
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
連
の
動
き
の
区
切
り
と

な
る
。
歌
舞
伎
で
は
「
切
る
」
を
場
面
の
区
切
り
な
ど
を
表
す
意
味
で
も

使
っ
て
き
た
。
歌
舞
伎
で
使
わ
れ
て
き
た
「
空
間
を
切
り
取
る
よ
う
な
素
早
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い
動
き
」
と
「
区
切
り
」
の
ふ
た
つ
の
意
味
の
「
切
る
」
が
「
見
得
」
の
演

技
と
結
び
つ
き
、「
見
得
を
切
る
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

こ
れ
が
一
般
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
．
四
．
四
「
見
得
を
切
る
」
を
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
理
由

八
代
目
坂
東
三
津
五
郎
は
「
見
得
を
切
る
」
を
誤
り
で
あ
る
と
考
え
、
そ

れ
に
同
調
し
て
い
る
演
劇
評
論
家
も
い
る
。
歌
舞
伎
界
で
は
な
じ
み
が
な
い

つ
な
が
り
方
で
あ
る
と
い
う
理
由
も
あ
る
が
、そ
れ
以
外
に
「
見
得
を
切
る
」

に
違
和
感
を
持
つ
理
由
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
。

服
部
（
一
九
七
九
、
一
二
八
頁
）
は
、
見
得
は
「
視
覚
的
に
美
し
い
形
を

創
る
こ
と
を
指
し
た
の
だ
か
ら
、「
切
る
」
と
い
う
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

は
ず
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
戸
板
（
一
九
四
二
、
一
四
○
頁
）
は
、
見
得
を

「
先
づ
眼
を
剥
い
て
、（
こ
れ
を
「
睨
む
」
と
い
ふ
）
手
足
を
つ
つ
ぱ
つ
た
、

静
止
の
状
態
（
こ
れ
を
「
極
る
」
と
い
ふ
）
な
の
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
静
止
し
て
作
る
美
し
い
形
の
こ
と
を
「
見
得
」
と
い
う
の

で
あ
り
、
素
早
い
動
き
を
表
す
よ
う
な
「
切
る
」
を
使
う
の
は
お
か
し
く
、

「
切
る
」
を
使
う
と
す
れ
ば
「
頭
を
切
っ
て
、見
得
を
す
る
（
き
め
る
）」「
正

面
を
切
っ
て
、
見
得
を
す
る
（
き
め
る
）」
な
ど
の
言
い
方
に
な
る
は
ず
だ

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

「
見
得
を
切
る
」
が
誤
り
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
八
代
目
三
津
五
郎
以
前

に
は
見
ら
れ
ず
、
八
代
目
三
津
五
郎
に
よ
っ
て
一
九
七
○
年
代
に
な
っ
て
指

摘
さ
れ
始
め
た
。
今
回
調
べ
た
範
囲
で
演
劇
評
論
家
が
「
見
得
を
切
る
」
が

本
来
の
言
い
方
で
は
な
い
と
述
べ
た
資
料
で
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
、
前
述

の
服
部
（
一
九
七
九
）
で
あ
る
。
ま
た
、
戸
板
康
二
は
、
一
九
五
三
年
発
行

の
『
芸
能
辞
典
』（
東
京
堂
）
で
は
、「
動
詞
と
し
て
は
「
見
得
を
き
る
」
と

い
う
」
と
説
明
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、『
歌
舞
伎
事
典
』（
一
九
八
三
・
平

凡
社
）
に
お
い
て
は
、「
動
詞
は
「
見
得
を
す
る
」」
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
三
津
五
郎
に
よ
っ
て
一
九
七
○
年
代
に
な
さ
れ
た

「
見
得
を
切
る
」
に
つ
い
て
の
指
摘
を
演
劇
評
論
家
が
著
書
な
ど
に
反
映
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
一
九
八
○
年
代
ご
ろ
で
あ
る
と
言
え
る
。

二
．
五
「
見
得
を
切
る
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
場
面
か

こ
れ
ま
で
に
「
見
得
を
す
る
」
と
「
見
得
を
切
る
」
と
で
動
作
に
違
い
が

あ
る
と
い
う
言
及
が
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
二
と
お
り
の
言
い
方
が
行
わ
れ

て
い
る
芸
談
も
あ
り
、
そ
の
場
合
、
意
味
に
違
い
が
な
い
の
か
を
検
討
す
る
。

「
見
得
を
す
る
」
と
「
見
得
を
切
る
」
の
両
方
を
使
っ
て
い
る
七
代
目
松
本

幸
四
郎
に
よ
る
『
松
の
み
と
里

琴
松
芸
談
』（
一
九
三
七
）
と
七
代
目
市

川
中
車
に
よ
る
『
中
車
芸
話
』（
一
九
四
三
）
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、『
松
の
み
と
里

琴
松
芸
談
』
で
あ
る
。

問
答
の
中
に
「
其
身
は
不
動
明
王
の
尊
容
」
云
々
で
不
動
の
見
得
を
す

る
の
で
重
複
し
ま
す
か
ら
、
私
は
始
め
の
は
富
樫
に
向
つ
て
や
り
、
片

一
方
の
は
団
十
郎
の
不
動
の
見
得
は
此
様
で
し
た
と
見
物
の
方
へ
向
つ

て
不
動
の
立
像
の
形
を
や
つ
て
居
り
ま
す
。（
一
二
一
頁
）

間
近
く
寄
つ
て
面
相
拝
み
…
…
カ
、
カ
、
カ
、
カ
、
カ
…
…
奉
れ
ェ
ー
」

と
云
つ
て
見
得
を
切
り
ま
す
。（
一
三
六
頁
）

い
ず
れ
も
「
歌
舞
伎
十
八
番
」
の
演
目
（
前
者
は
「
勧
進
帳
」、
後
者
は

「
助
六
」）
で
の
見
得
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
も
動
き
は
あ
る

も
の
の
、
前
者
よ
り
も
後
者
の
ほ
う
が
、
見
得
に
至
る
ま
で
に
激
し
い
動
作
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や
せ
り
ふ
が
つ
い
て
い
る
。

『
中
車
芸
話
』
は
次
の
二
例
で
あ
る
。

道
具
が
納
る
と
、
す
ぐ
に
花
道
か
ら
定
九
郎
が
、
バ
タ
〳
〵
で
駈
出
し

て
出
て
来
て
、
付
際
で
揚
幕
を
振
返
つ
た
見
得
を
し
ま
す
。（
七
四
頁
）

七
日
目
か
ら
立
稽
古
に
掛
つ
た
の
で
す
が
、
見
上
げ
る
や
う
な
大
男
が

見
得
を
切
る
形
な
ど
は
、
実
に
絵
に
も
書
け
な
い
珍
妙
不
可
思
議
な
図

で
、
又
十
能
の
や
う
な
手
を
し
た
男
が
、
女
形
の
サ
ハ
リ
を
や
る
時
な

ど
は
、
吹
出
さ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
位
で
し
た
が
（
略
）
（
七
九
頁
）

「
見
得
を
す
る
」
は
、
歌
舞
伎
俳
優
に
よ
る
演
技
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、

「
見
得
を
切
る
」
は
農
村
歌
舞
伎
を
教
え
た
と
き
に
、
農
民
た
ち
の
大
げ
さ

な
演
技
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
後
者
は
田
舎
芝
居
に
よ
る
見

得
で
あ
り
、
必
要
以
上
に
お
お
げ
さ
な
動
き
で
あ
る
こ
と
を
揶
揄
し
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
切
る
」
は
「
す
る
」
よ
り
も
、

大
き
な
動
き
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
使
わ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
前
に
述

べ
た
よ
う
に
、「
す
る
」
よ
り
も
「
切
る
」
の
ほ
う
が
き
っ
ぱ
り
と
し
た
動

き
を
表
す
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

昭
和
以
降
、
特
に
戦
後
に
な
っ
て
、
大
正
生
ま
れ
の
俳
優
が
活
躍
す
る
よ

う
に
な
り
、「
見
得
を
切
る
」
が
主
な
言
い
方
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
「
見
得
を
す
る
」
と
の
意
味
の
違
い
が
な
く
な
る
。
一
方
で
、
大
正
生

ま
れ
以
降
は
特
に
大
き
な
見
得
の
場
合
に
は
「
大
見
得
を
切
る
」
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
大
正
生
ま
れ
の
「
大
見
得
＋
助
詞
＋
動
詞
」
は
六

例
あ
り
、
す
べ
て
「
大
見
得
を
切
る
」）。

な
お
、「
見
得
を
切
る
」
が
増
え
る
昭
和
以
降
で
は
、「
不
動
の
見
得
」「
石

投
げ
の
見
得
」「
引
っ
張
り
の
見
得
」「
絵
面
の
見
得
」
な
ど
、
見
得
に
は
動

き
に
よ
っ
て
い
く
つ
も
の
種
類
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
「
○
○
の
見
得
」
と

助
詞
「
を
」
が
結
び
つ
い
た
場
合
に
は
、動
詞
は
「
す
る
」
に
な
り
や
す
く
、

単
独
で
「
見
得
を
〜
」
と
い
っ
た
場
合
に
は
「
切
る
」
に
な
り
や
す
い
と
い

う
使
い
分
け
が
生
じ
て
い
る
。

三
．
ま
と
め

本
稿
で
は
、
幕
末
か
ら
大
正
に
生
ま
れ
た
歌
舞
伎
俳
優
が
残
し
た
芸
談
を

資
料
と
し
て
「
見
得
＋
助
詞
＋
動
詞
」
の
使
用
を
調
べ
た
。
歌
舞
伎
俳
優
は

「
見
得
を
す
る
」
を
中
心
に
使
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
歌
舞
伎
の
伝
統
的
な
言

い
方
で
あ
る
。
こ
の
点
は
現
代
の
演
劇
評
論
家
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
見
得
を
切
る
」
は
本
稿
で
調
べ
た
歌
舞
伎
俳
優
の
芸
談
に
お
い
て
は

『
松
助
芸
談
』（
一
九
二
八
）
が
も
っ
と
も
古
い
例
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
演

劇
評
論
家
は
「
見
得
を
切
る
」
を
明
治
時
代
か
ら
使
っ
て
い
た
。
今
回
調
べ

た
中
で
は
、
一
九
○
○
年
に
類
似
の
言
い
方
が
あ
り
、「
見
得
を
切
る
」
と

い
う
形
で
は
一
九
○
二
年
の
い
ず
れ
も
三
木
竹
二
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
新
聞
記
事
や
小
説
な
ど
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正
時
代
以

降
で
あ
り
、
歌
舞
伎
界
で
も
大
正
生
ま
れ
の
歌
舞
伎
俳
優
を
中
心
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
昭
和
（
戦
後
）
以
降
は
、「
見
得
を
す
る
」
よ

り
も
「
見
得
を
切
る
」
の
ほ
う
が
定
着
し
た
。

「
す
る
」
か
ら
「
切
る
」
に
変
化
し
た
理
由
と
し
て
は
ふ
た
つ
の
理
由
を

述
べ
た
。
大
正
時
代
に
小
説
家
な
ど
に
よ
っ
て
「
見
得
を
切
る
」
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
①
「
見
得
」
と
い
う
こ
と
ば
の
動
作
性
が
失
わ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
専
門
語
と
し
て
の
「
見
得
を
切
る
」
の
使
用
は

②
見
得
の
激
し
い
動
き
を
、観
客
側
の
視
点
で
伝
え
る
た
め
に
、劇
評
家
（
演

劇
評
論
家
）
が
「
切
る
」
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
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な
ぜ
、「
切
る
」
が
使
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
見
得
を
切
る
」
の
「
切
る
」
は
、
瞬
間
的
な
動
き
で
空
間
を
切
り
取
る

と
い
う
意
味
と
、
区
切
り
の
意
味
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
伝
統
的

に
歌
舞
伎
界
で
使
わ
れ
る
「
正
面
を
切
る
」「
表
を
切
る
」「
頭
を
切
る
」
あ

る
い
は
「
幕
切
れ
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
の
「
切
る
」
と
「
見
得
」
の
動

き
と
が
結
び
つ
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。「
切
る
」
が
誤
り
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
一
九
七
○
年
代
に
八
代
目
坂

東
三
津
五
郎
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
指
摘
を
受
け
て
、
一
九
八
○

年
代
以
降
に
演
劇
評
論
家
が
著
作
に
お
い
て
「
見
得
を
切
る
」
が
伝
統
的
な

言
い
方
で
は
な
い
と
述
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
見
得
」
は
美
し
い

形
を
示
す
動
作
で
あ
り
、「
切
る
」
と
結
び
つ
き
に
く
い
と
い
う
考
え
方
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
見
得
を
切
る
」
と
「
見
得
を
す
る
」
の
両
方
が
使
わ
れ
る
場
合

に
は
、「
見
得
を
切
る
」
の
ほ
う
が
お
お
げ
さ
な
動
き
で
使
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
が
「
大
見
得
を
切
る
」
と
い
う
言
い
方
に
つ
な
が
り
、
慣
用
句

と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

注

（
１
）
本
稿
で
資
料
に
し
た
芸
談
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
く
わ
し
く
は
、
山

下
（
二
○
二
一
ｂ
）。

三
代
目
中
村
仲
蔵
（1809-1886

）『
手
前
味
噌
』（
一
九
四
四
・
北
光
書

房
）、
七
代
目
市
川
団
蔵
（1836-1911

）『
市
川
団
蔵
』（
一
九
一
○
・『
演

芸
名
家
の
面
影
』
収
録
・
宇
宙
堂
）、『
市
川
団
蔵
自
伝
』（
一
九
一
○
・『
歌

舞
伎
（
一
一
五
）』）、
九
代
目
市
川
団
十
郎
（1838-1903

）『
団
州
百
話
』

（
一
九
○
三
・
金
港
堂
）、
四
代
目
尾
上
松
助
（1843-1928

）『
松
助
芸
談
』

（
一
九
二
八
・
大
森
書
房
）、
五
代
目
尾
上
菊
五
郎
（1844-1903

）『
尾
上

菊
五
郎
自
伝
』（
一
九
○
三
・
時
事
新
報
社
）、
田
村
成
義
（1851-1920

）

『
演
芸
逸
史
無
線
電
話
』（
一
九
一
八
・
玄
文
社
）、
一
一
代
目
片
岡
仁
左

衛
門
（1858-1934

）『
万
松
軒
昔
話
』（
一
九
三
六
・
中
央
公
論
社
）、
四

代
目
沢
村
源
之
助
（1859-1936

）『
青
岳
夜
話
』（
一
九
三
七
・
中
央
演

劇
社
）、初
代
中
村
鴈
治
郎
（1860-1935

）『
鴈
治
郎
自
伝
』（
一
九
三
五
・

大
阪
毎
日
新
聞
）、
七
代
目
市
川
中
車
（1860-1936

）『
目
黒
談
語
』（
一

九
三
六
・
中
央
公
論
社
）、『
中
車
芸
話
』（
一
九
四
三
・
築
地
書
店
）、『
中

車
芸
談
』（
一
九
五
二
・『
早
稲
田
文
学
』
収
録
）、
六
代
目
市
川
門
之
助

（1862-1914

）『
市
川
門
之
助
自
伝
』（
一
九
一
○
・『
歌
舞
伎
（
一
二

一
）』）
初
代
実
川
八
百
吾
郎
（1866-?

）『
実
川
八
百
吾
郎
芸
談
』（
一
九

六
一
・
高
知
新
聞
社
）、
五
代
目
中
村
歌
右
衛
門
（1866-1940

）『
歌
右

衛
門
自
伝
』（
一
九
三
五
・
秋
豊
園
出
版
部
）、『
魁
玉
一
夕
話
』（
一
九
三

六
・
中
央
公
論
社
）、『
魁
玉
夜
話

歌
舞
伎
の
型
』（
一
九
五
○
・
文
谷

書
房
）、
三
代
目
市
川
新
十
郎
（1867-1929

）『
新
十
郎
梅
王
談
』（
一
九

○
二
・『
歌
舞
伎
（
二
一
）』）、『
芝
居
の
馬
』（
一
九
○
二
・『
歌
舞
伎
（

二
四
）』）、市
川
小
平
次
（
不
明
）『
芝
居
の
立
ち
回
り
』（
一
九
○
二
・『
歌

舞
伎
（
二
五
）』）、
六
代
目
尾
上
梅
幸
（1870-1934

）『
梅
の
下
風
』（
一

九
三
○
・
法
木
書
店
）、『
扇
舎
閑
話
』（
一
九
三
六
・
中
央
公
論
社
）、『
女

形
の
事
』（
一
九
四
四
・
主
婦
之
友
社
）、『
尾
上
梅
幸
芸
談
』（
一
九
四
六
・

冨
山
房
）、
七
代
目
松
本
幸
四
郎
（1870-1949

）『
松
の
み
と
里

琴
松

芸
談
』（
一
九
三
七
・
法
木
書
店
）、『
一
世
一
代
』（
一
九
四
八
・
右
文
社
）、

「
勧
進
帳
の
苦
心
（
一
九
四
八
・『
随
筆

芝
居
』
収
録
・
大
河
内
書
店
）、

初
代
喜
多
村
緑
郎
（1871-1961

）『
わ
が
芸
談
』（
一
九
五
二
・
和
敬
書

店
）、
一
五
代
目
市
村
羽
左
衛
門
（1874-1945

）『
欧
米
歌
舞
伎
紀
行
』（

一
九
二
九
・
平
凡
社
）、『
可
江
夜
話
』（
一
九
三
六
・
中
央
公
論
社
）、『
市

村
羽
左
衛
門
対
談
』（
一
九
四
六
・
冨
山
房
）、
初
代
尾
上
大
五
郎
（1874

-?

）『
楽
屋
ば
し
ご
』（
一
九
三
八
・
牧
野
五
郎
三
郎
）、
三
代
目
中
村
梅
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玉
（1875-1948

）『
梅
玉
芸
談
』（
一
九
四
九
・
誠
光
社
）、
二
代
目
実
川

延
若
（1877-1951

）『
延
若
芸
話
』（
一
九
四
六
・
誠
光
社
）、
五
代
目
市

川
三
升
（1880-1956

）『
九
世
団
十
郎
（
ち
ち
）
を
語
る
』（
一
九
五
○
・

推
古
書
院
）、
二
代
目
市
川
左
団
次
（1880-1940

）『
父
左
団
次
を
語
る
』

（
一
九
三
六
・
三
笠
書
房
）、『
左
団
次
芸
談
』（
一
九
三
六
・
南
光
社
）、

六
代
目
尾
上
菊
五
郎
（1885-1949

）『
音
羽
屋
百
話
』（
一
九
三
六
・
中

央
公
論
社
）、『
芸
』（
一
九
四
七
・
改
造
社
）、初
代
中
村
吉
右
衛
門
（1886

-1954

）『
秀
山
弓
譚
』（
一
九
三
六
・
中
央
公
論
社
）、『
吉
右
衛
門
自
伝
』

（
一
九
五
一
・
啓
明
社
）、
八
代
目
市
川
団
蔵
（1882-1966

）『
七
世
市
川

団
蔵
』（
一
九
四
二
・
石
原
求
竜
堂
）、
七
代
目
坂
東
三
津
五
郎
（1882-

1961

）『
三
津
五
郎
芸
談
』（
一
九
四
九
・
和
敬
書
店
）、『
三
津
五
郎
舞
踊

芸
話
』（
一
九
五
○
・
和
敬
書
店
）、三
代
目
市
川
寿
海
（1886-1971

）『
寿

の
字
海
老
』（
一
九
六
○
・
展
望
社
）、初
代
市
川
猿
翁
（1888-1963

）『
猿

翁
芸
談
聞
書
』（
一
九
六
三
・
時
事
通
信
社
）、
久
佐
太
郎
（1891-1955

）

『
自
ら
語
る
現
代
名
優
身
の
上
話
』（
一
九
二
八
・
博
文
館
）、
初
代
坂
東

調
右
衛
門
（1896-1982

）『
脇
役
一
代
』（
一
九
七
七
・
新
日
本
出
版
社
）、

三
代
目
市
川
左
団
次
（1898-1969

）『
市
川
左
団
次
芸
談
き
き
書
』（
一

九
六
九
・
松
竹
）、
中
村
秀
十
郎
（1897-1960

）『
秀
十
郎
夜
話
』（
一
九

五
八
・
文
芸
春
秋
）、
五
代
目
中
村
福
助
（1900-1933

）『
鏡
獅
子
の
大

役
』（
一
九
四
八
・『
鏡
獅
子
』
収
録
・
芸
草
堂
出
版
部
）、
二
代
目
中
村

芝
鶴
（1900-1981

）『
大
文
字
草
』（
一
九
六
一
・
東
京
書
房
）、
三
代
目

中
村
翫
右
衛
門
（1901-1982

）『
人
生
の
半
分
』（
一
九
五
九
・
筑
摩
書

房
）、『
芸
話
お
も
ち
ゃ
箱
』（
一
九
七
○
・
朝
日
新
聞
社
）、
二
代
目
中
村

鴈
治
郎
（1902-1983

）『
役
者
馬
鹿
』（
一
九
七
四
・
日
本
経
済
新
聞
）、

一
三
代
目
片
岡
仁
左
衛
門
（1903-1994

）『
十
一
世
仁
左
衛
門
』（
一
九

五
○
・
和
敬
書
店
）、『
嵯
峨
談
語
』（
一
九
七
六
・
三
月
書
房
）、『
役
者

七
十
年
』（
一
九
七
六
・
朝
日
新
聞
社
）、『
と
う
ざ
い
と
う
ざ
い
歌
舞
伎

芸
談
西
東
』（
一
九
八
四
・
自
由
書
館
）、『
芝
居
譚
』（
一
九
九
二
・
河
出

書
房
新
社
）、
八
代
目
坂
東
三
津
五
郎
（1906-1975

）『
父
三
津
五
郎
』

（
一
九
六
三
・
演
劇
出
版
社
）、『
言
わ
で
も
の
事
』（
一
九
七
○
・
文
化
出

版
局
）、『
歌
舞
伎

虚
と
実
』（
一
九
七
三
・
玉
川
大
学
出
版
部
）、
五
代

目
嵐
芳
三
郎
（1907-1977

）『
芳
三
郎
芸
話
』（
一
九
八
一
・
新
日
本
出

版
社
）、
五
代
目
上
村
吉
弥
（1909-1992

）『
一
方
の
花
』（
一
九
九
三
・

遠
島
貞
子
）、
一
一
代
目
市
川
団
十
郎
（1909-1965

）『
市
川
海
老
蔵
』

（
一
九
五
三
・
歌
舞
伎
堂
第
一
書
店
）、
一
七
代
目
中
村
勘
三
郎
（1909-

1988

）『
自
伝
や
っ
ぱ
り
役
者
』（
一
九
七
六
・
文
芸
春
秋
）、
二
代
目
西

川
鯉
三
郎
（1909-1983

）『
鯉
三
郎
百
話
』（
一
九
七
七
・
中
日
新
聞
社
）、

二
代
目
尾
上
松
緑
（1913-1989

）『
踊
り
の
心
』（
一
九
七
一
・
毎
日
新

聞
社
）、『
役
者
の
子
は
役
者
』（
一
九
七
六
・
日
本
経
済
新
聞
社
）、『
松

緑
芸
話
』（
一
九
八
九
・
講
談
社
）、三
代
目
市
川
翠
扇
（1913-1978

）『
九

代
目
団
十
郎
と
私
』（
一
九
六
六
・
六
芸
書
房
）、
二
代
目
中
村
又
五
郎

（1914-2009

）『
芝
居
万
華
鏡
』（
一
九
八
二
・
中
央
公
論
社
）、『
聞
き
書

き
中
村
又
五
郎
歌
舞
伎
ば
な
し
』（
一
九
九
五
・
講
談
社
）、
七
代
目
尾
上

梅
幸
（1915-1995

）『
梅
と
菊
』（
一
九
七
九
・
日
本
経
済
新
聞
社
）、
一

七
代
目
市
村
羽
左
衛
門
（1916-2001

）『
十
七
代
市
村
羽
左
衛
門
聞
書
』

（
一
九
八
三
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）、六
代
目
中
村
歌
右
衛
門
（1917-2001

）『
花

と
夢
と
』（
一
九
八
一
・
小
学
館
）、三
代
目
河
原
崎
権
十
郎
（1918-1998

）

『
紫
扇
ま
く
あ
い
ば
な
し
』（
一
九
八
七
・
演
劇
出
版
社
）、
四
代
目
中
村

雀
右
衛
門
（1920-2012

）『
女
形
無
限
』（
一
九
九
八
・
白
水
社
）、『
私

事

死
ん
だ
つ
も
り
で
生
き
て
い
る
』（
二
○
○
五
・
岩
波
書
店
）。
二
代

目
中
村
小
山
三
（1920-2015

）『
小
山
三
ひ
と
り
語
り
』（
二
○
一
三
・

演
劇
出
版
社
）

（
２
）
江
戸
時
代
に
も
芸
談
は
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
の
も
の
は
俳

優
の
逸
話
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
う
え
に
、
数
も
多
く
な
い
た
め
本
稿
の

資
料
に
は
含
め
な
い
。
江
戸
時
代
の
芸
談
に
は
、『
役
者
論
語
』『
古
今
役

者
論
語
魁
』『
市
川
栢
莚
舎
事
録
』『
老
の
た
の
し
み
』『
月
雪
花
寝
物
語
』
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な
ど
が
あ
る
。『
役
者
論
語
』（
一
七
七
六
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
あ
や

め
ぐ
さ
」「
耳
塵
集
」
に
「
ミ
エ
」
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、「
見
ば
え
」「
見

た
目
」
な
ど
と
い
っ
た
意
味
の
用
例
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
伝
統
的

な
「
見
得
を
＋
動
詞
」
の
用
例
を
調
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た

め
、
昭
和
、
平
成
生
ま
れ
の
俳
優
の
芸
談
も
含
め
な
い
。

（
３
）
本
稿
で
取
り
上
げ
た
芸
談
八
二
冊
の
う
ち
、
七
○
冊
が
聞
き
書
き
、
一

二
冊
が
自
筆
で
あ
る
。
聞
き
書
き
が
多
く
、
芸
談
を
資
料
と
し
て
扱
う
場

合
に
は
、
芸
談
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
ば
が
俳
優
自
身
の
こ
と
ば
そ
の
ま

ま
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ

し
、
聞
き
書
き
で
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
も
歌
舞
伎
の
専
門
家
で
あ
る
歌
舞

伎
評
論
家
や
新
聞
記
者
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
歌
舞
伎
界
の
こ
と
ば

と
し
て
も
問
題
は
な
い
と
考
え
、
本
稿
で
は
聞
き
書
き
も
自
筆
も
同
等
に

扱
う
こ
と
に
し
た
。
そ
の
か
わ
り
、
分
析
に
お
い
て
は
、
話
者
で
あ
る
俳

優
の
生
ま
れ
た
年
代
だ
け
で
な
く
、
芸
談
が
出
版
さ
れ
た
年
代
ご
と
に
も

わ
け
て
数
値
化
し
た
。

（
４
）
五
代
目
中
村
福
助
が
中
村
児
太
郎
時
代
の
一
九
一
五
年
に
語
っ
た
と
さ

れ
る
芸
談
が
『
鏡
獅
子
』（
一
九
四
八
・
芸
草
堂
出
版
部
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。「
二
度
目
に
出
て
舞
台
の
真
ん
中
で
見
得
を
切
つ
て
」（
八
○
頁
）

と
い
う
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
本
は
一
九
四
八
年
発
行
で
あ
り
、

編
者
の
川
尻
清
潭
が
聞
い
た
も
の
を
ま
と
め
直
し
た
も
の
か
も
し
れ
ず
、

五
代
目
福
助
の
談
話
が
当
時
の
ま
ま
か
ど
う
か
確
認
が
と
れ
な
い
。
そ
の

た
め
、
本
稿
で
は
戦
後
の
例
と
し
た
。

（
５
）
八
代
目
坂
東
三
津
五
郎
に
つ
い
て
は
、
山
下
（
二
○
二
一
ａ
）
参
照
。

（
６
）
明
治
か
ら
戦
前
に
発
行
さ
れ
た
辞
書
の
う
ち
『
漢
英
対
照
い
ろ
は
辞
典
』

（
一
八
八
八
）、『
言
海
』（
一
八
九
一
）、『
日
本
大
辞
書
』（
一
八
九
三
）、

『
日
本
大
辞
林
』（
一
八
九
四
）、『
日
本
大
辞
典
』（
一
八
九
六
）、『
こ
と

ば
の
泉

日
本
大
辞
典
』（
一
八
九
八
）、『
辞
林
』（
一
九
○
七
）、『
広
辞

林
第
二
版
』（
一
九
二
六
）、『
日
本
大
辞
典
改
修
言
泉
』（
一
九
二
八
）、『
大

日
本
国
語
辞
典
』（
一
九
二
九
）、『
辞
苑
』（
一
九
三
五
）、『
大
言
海
』（
一

九
三
五
）、『
言
苑
』（
一
九
三
八
）
を
調
べ
た
。「
見
得
を
切
る
」
は
『
日

本
大
辞
典
改
修
言
泉
』『
辞
苑
』『
言
苑
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

（
７
）
本
稿
で
調
べ
た
演
劇
評
論
家
と
そ
の
著
書
は
以
下
の
と
お
り
。
三
木
竹

二
（1867-1907

）：

『
観
劇
偶
評
』（
二
○
○
四
・
岩
波
書
店
）、
鈴
木
春

浦
（1868-1927：

『
歌
舞
伎
の
型
』（
一
九
二
七
・
歌
舞
伎
出
版
部
）、
杉

贋
阿
弥
（1870-1917

）：

『
舞
台
観
察
手
引
書
』（
一
九
一
八
・
玄
文
社
）、

伊
原
青
々
園
（1870-1941

）：

『
歌
舞
伎
通
』（
一
九
三
○
・
三
省
堂
）、『
団

菊
以
降
』（
一
九
三
七
・
相
模
書
房
）、
松
居
松
翁
（1870-1933

）：

『
劇

壇
今
昔
』（
一
九
二
六
・
中
央
美
術
社
）、『
続
劇
壇
今
昔
』（
一
九
二
六
・

中
央
美
術
社
）、
岡
本
綺
堂
（1872-1939

）：

『
歌
舞
伎
談
義
』（
一
九
四

一
・
大
東
出
版
社
）、『
綺
堂
劇
談
』（
一
九
五
六
・
青
蛙
房
）、『
ラ
ン
プ

の
下
に
て
』（
一
九
六
五
・
青
蛙
房
）、
邦
枝
完
二
（1892-1956

）：

『
劇

壇
縦
横
記
』（
一
九
二
四
・
小
西
書
店
）、
三
宅
周
太
郎
（1892-1967

）：

『
演
劇
美
談
』（
一
九
四
二
・
協
力
出
版
社
）、『
芝
居
』（
一
九
四
三
・
生

活
社
）、
加
賀
山
直
三
（1909-1978

）：

『
歌
舞
伎
の
型
』（
一
九
五
七
・

東
京
創
元
社
）。
戸
板
康
二
（1915-1993

）：

『
俳
優
論
』（
一
九
四
二
・

冬
至
書
林
）、『
歌
舞
伎
の
周
囲
』（
一
九
四
八
・
角
川
書
店
）、『
わ
が
歌

舞
伎
』（
一
九
四
八
・
和
敬
書
店
）、『
続
・
わ
が
歌
舞
伎
』（
一
九
四
九
・

和
敬
書
店
）、『
劇
場
の
椅
子
』（
一
九
五
二
・
創
元
社
）、『
舞
台
の
誘
惑
』

（
一
九
五
三
・
河
出
書
房
）。

（
８
）
注
７
の
資
料
の
う
ち
、「
見
得
を
切
る
」
の
用
例
が
あ
っ
た
の
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
も
っ
と
も
古
い
用
例
で
は
、
大
正
末
の
も
の
で
、
邦
枝
完

二
の
『
劇
壇
縦
横
記
』（
一
九
二
四
、
二
頁
）
に
「
諸
君
が
舞
台
で
見
得

を
切
つ
て
ゐ
る
時
」
と
あ
る
。
伊
原
青
々
園
は
、『
歌
舞
伎
通
』（
一
九
三

○
・
五
八
頁
）
に
、
三
宅
周
太
郎
は
『
芝
居
』（
一
九
四
三
、
九
○
頁
）
で

「
演
技
上
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
「
見
得
（
み
え
）」
を
切
る
と
い
つ
て
役

者
が
目
を
大
き
く
見
開
き
、
首
を
ま
げ
て
彫
刻
の
や
う
に
力
強
い
ポ
ー
ズ
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を
す
る
動
作
が
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
利
倉
幸
一
も
『
昭
和
歌
舞
伎

大
鑑
』（
一
九
四
八
・
四
四
頁
）
に
お
い
て
「
見
得
を
切
る
」
で
「
見
得
」

の
説
明
を
し
て
い
る
。
加
賀
山
直
三
は
『
歌
舞
伎
の
型
』（
一
九
五
七
・

六
八
頁
）
に
お
い
て
、
戸
板
康
二
は
、『
俳
優
論
』（
一
九
四
二
・
一
四
○

頁
）
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
見
得
を
切
る
」
を
使
っ
て
い
る
。

（
９
）「
と
ん
ぼ
を
＋
動
詞
」
の
動
詞
に
つ
い
て
は
、
服
部
（
一
九
七
九
、
一
三

四
頁
）
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
立
ち
ま
わ
り
」
の
中
で
、
主
役
に
か
か
っ
て
、
そ
の
強
さ
を
強
調

し
て
負
け
る
側
の
役
者
が
く
る
っ
と
宙
返
り
を
す
る
演
出
が
あ
る
。

こ
れ
が
と
ん
ぼ
返
り
（
中
略
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
す
る
こ
と
を
「
と

ん
ぼ
を
切
る
」
と
い
い
慣
わ
す
が
、
こ
れ
も
正
し
く
は
「
と
ん
ぼ
を

返
る
」
と
い
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。（
略
）

（
１０
）
国
語
辞
典
に
は
「
幕
を
切
る
」
が
ふ
た
つ
の
正
反
対
の
意
味
で
掲
載
さ

れ
て
い
る
。『
大
辞
林
』
に
は
「
①
幕
を
開
け
て
芝
居
を
始
め
る
。
転
じ

て
、
物
事
を
始
め
る
②
芝
居
が
終
わ
っ
て
幕
を
し
め
る
。
転
じ
て
、
そ
の

場
を
終
わ
り
に
す
る
」
と
あ
る
。
今
回
調
べ
た
芸
談
で
は
、
芝
居
が
終
わ

る
意
味
の
「
幕
を
切
る
」
だ
け
が
使
わ
れ
て
お
り
、『
演
劇
百
科
大
事
典
』

（
一
九
八
四
・
平
凡
社
）
の
「
切
る
」
に
は
「
幕
を
し
め
る
」「
幕
を
お
ろ

す
」
と
い
う
意
味
だ
け
が
示
さ
れ
て
い
る
。
国
語
辞
典
が
示
す
「
幕
を
開

け
る
」
意
味
の
「
切
る
」
が
何
を
根
拠
に
し
て
い
る
の
か
は
、
今
後
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

参
考
文
献

伊
原
青
々
園
（
一
九
二
七
）「
序
文
に
代
へ
て
」『
歌
舞
伎
の
型
』（
鈴
木
春
浦
・

歌
舞
伎
出
版
部
）

大
木
豊
（
一
九
六
五
）「
歌
舞
伎
と
音
」『
歌
舞
伎
の
素
顔
』（
冬
樹
社
）

小
山
内
薫
（
一
九
二
七
）「
序
に
代
へ
て
」『
歌
舞
伎
の
型
』（
鈴
木
春
浦
・
歌

舞
伎
出
版
部
）

久
保
田
万
太
郎
（
一
九
四
三
）「
日
記
抄
」『
芝
居
修
行
』（
三
田
文
学
出
版
部
）

小
林
祥
次
郎
（
二
○
一
五
）「
見
得
」『
遊
び
の
語
源
と
博
物
誌
』（
勉
誠
出
版
）

戸
板
康
二
（
一
九
四
二
）「
み
え
」『
俳
優
論
』（
冬
至
書
林
）

戸
板
康
二
（
一
九
四
八
）「
見
得
」『
わ
が
歌
舞
伎
』（
和
敬
書
店
）

戸
板
康
二
（
一
九
五
四
）『
演
劇
の
魅
力
』（
河
出
書
房
）

利
倉
幸
一
（
一
九
四
八
）「
見
得
」『
昭
和
歌
舞
伎
大
鑑
』（
和
敬
書
店
）

中
村
駒
七
（
一
九
六
二
）「
中
村
駒
七
に
訊
く
」『
演
劇
界
』
二
○
（
九
）

服
部
幸
雄
（
一
九
七
九
）「
立
ち
ま
わ
り
」『
歌
舞
伎
事
典
』（
講
談
社
）

服
部
幸
雄
（
一
九
九
九
）「
切
っ
て
落
と
す
」『
歌
舞
伎
こ
と
ば
帖
』（
岩
波
書

店
）

坂
東
三
津
五
郎
（
一
九
七
六
）『
歌
舞
伎
花
と
実
』
玉
川
大
学
出
版
部

森
西
真
弓
（
一
九
九
八
）「
観
客
の
視
点
（
二
）
―
演
劇
雑
誌
」『
歌
舞
伎
文
化

の
諸
相
（
岩
波
講
座

歌
舞
伎
・
文
楽
第
４
巻
）』（
岩
波
書
店
）

山
下
洋
子
（
二
○
二
一
ａ
）「
歌
舞
伎
俳
優
・
八
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
こ
と

ば
」『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
一
二
六
号

山
下
洋
子
（
二
○
二
一
ｂ
）「
歌
舞
伎
俳
優
の
芸
談-

近
現
代
歌
舞
伎
に
お
け
る

こ
と
ば
の
変
化
を
知
る
資
料
と
し
て-

」『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論

叢
』
第
二
一
号

渡
辺
保
（
二
○
○
四
）「
見
得
」『
歌
舞
伎
の
こ
と
ば
』（
大
修
館
書
店
）

＊
本
論
文
は
、
二
○
二
一
年
十
二
月
五
日
に
行
わ
れ
た
、「
第
六
○
回
語
彙
・

辞
書
研
究
会
」
に
お
い
て
発
表
し
た
内
容
に
、
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。

発
表
後
に
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

（
や
ま
し
た

よ
う
こ

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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